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ため、白未熟粒の一種である基部未熟粒について、発生要因の解明と対策技術の検討を行いました。
基部未熟粒は、出穂後 20日間の平均気温が 27℃以上で、かつ収穫時期が遅くなるほど発生率が高く
なりました。また、水管理では、出穂以降に落水した区と比較して、かけ流しをした区は約 4割、間
断かん水をした区は約 2割、基部未熟粒の発生率が低減しました。早期の落水を避け、落水時期を出
穂後 30日以降とするとともに、適期収穫を行うことが重要でした。 

 
（4） 栃木県水稲主力品種の高密度播種育苗 
水稲栽培の低コスト化や省力化を図るため、「コシヒカリ」「なすひかり」「とちぎの星」の３品
種について、高密度播種育苗を検討しました。 
早植栽培では、「コシヒカリ」「とちぎの星」は一箱あたりの播種量を 280gまで、「なすひかり」
は同 250g まで増やした結果、苗の充実度（長さあたりの重量）は低下しましたが、移植後の生育、
収量、食味、品質に通常の育苗との差はなく、問題ありませんでした。育苗期間は、移植可能な草丈
になる 15日間から、苗が老化しない 25日間までが適していました。 
普通植栽培では、「コシヒカリ」は一箱あたり 220～250g、「とちぎの星」は同 220～280gで早植
と同様生育収量に差がありませんでした。育苗日数については、老化が進みやすいため適正な期間は
15～20日でした。 

 

 
 
 
 
 
（5） 水稲品種「にじのきらめき」の多収・低コスト栽培技術 
高温に強く多収とされる「にじのきらめき」について、早
植栽培における多収・低コスト栽培技術を検討しました。籾
数が 4.2～4.4万粒/㎡で最も精玄米重が高く、窒素施肥では
基肥 0.8kg/aで適正な籾数が得られました。さらに、出穂前
20 日に追肥 0.4kg/a を施用することで、登熟歩合と玄米千
粒重が向上しました。また、高密度播種育苗や疎植栽培を行
っても精玄米重は慣行と同等であったことから、低コスト栽
培への適性が認められました。 

 

３ 今後の水稲作の研究について 
これからの水稲作を取り巻く環境の変化に対応していきます。 
第一に、気候変動対策として、夏季の高温下でも収量や品質が低

下しない高温耐性品種や栽培技術の開発を進めます。 
第二に、担い手の高齢化や減少に対応するため、スマート技術を

導入し、省力的で自動化された分かりやすい栽培技術の開発に取り
組みます。 
第三に、今後も継続すると考えられる資材費や人件費の高騰に対

応するため、低コスト栽培技術の開発を進めます。 
（水稲研究室） 

写真２ 播種直後の様子 左から播種量 100g、130g、150g、200g、250g 
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図４ 籾数と精玄米重の関係 

写真３ 次世代品種開発検定ハウス  
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○ 本県は全国有数の麦作県であり、令和 6（2024）年産では二条大麦 31,300t（全国 1位）、六条大麦
3,490t（同 6位）となっています（図１）。 

○ 特に、ビール用二条大麦は 100年以上にわたり全国トップを維持しています。 
○ 本県では昭和 29（1954）年から本格的な育種を開始し、これまでにビール用 12品種、食用等 3品種
を育成しています（表１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ 多収・良質の両立と病害克服への挑戦 
昭和 60年代に相次いで育成された「ミサトゴールデン」「ミカモゴールデン」は、それぞれ多収、
高品質を特徴とする一方で、栽培安定性や醸造品質に課題が残りました。さらに昭和 62（1987）年に
は「ミサトゴールデン」の抵抗性を突破するオオムギ縞萎縮ウイルスⅢ型が発見され、平成 3（1991）
年には本県でも発病が確認されました。この発生を受け、「はがねむぎ」由来の抵抗性遺伝子 rym3を
利用し、平成 12（2000）年に、高品質で全てのウイルス系統の抵抗性品種「スカイゴールデン」を育
成しました（写真１）。その後、より高品質・高収量の「サチホゴールデン」「アスカゴールデン」を
相次いで育成（図２）、特に「サチホゴールデン」は全国生産の約 65％を占めるまでに普及しました。
こうした努力の末、平成 23（2011）年には縞萎縮病被害をほぼ克服しましたが、令和 2（2020）年に
は後継品種として育成された後述の「ニューサチホゴールデン」に新たな感染例が確認され、克服する
抵抗性品種の開発が続いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 麦類研究室 ] 

ビール大麦生産日本一を支える品種 
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品種名 用途 　現況

ニューゴールデン 1965 ビール用

アズマゴールデン 1971 ビール用

ミホゴールデン 1975 ビール用

ヤシオゴールデン 1984 ビール用
ミサトゴールデン 1985 ビール用

ミカモゴールデン 1987 ビール用

ヤチホゴールデン 1992 ビール用

タカホゴールデン 1994 ビール用

スカイゴールデン 2000 ビール用 岡山県で作付

サチホゴールデン 2005 ビール用 佐賀県等で作付

とちのいぶき 2008 食用 本県で作付

アスカゴールデン 2011 ビール用 群馬県で作付

ニューサチホゴールデン 2014 ビール用 本県等で作付

HQ10 2014 酵素用

もち絹香 2017 食用 本県で作付

登録
申請年

写真１ 縞萎縮ウイルスⅢ型汚染ほ場で健全に 
生育する「スカイゴールデン」 
「ミカモゴールデン」は感染して萎縮 
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図２ 育成品種の収量と品質の改良の経過 

図１ 栃木県のビール大麦生産量と国内シェアの
年次推移 

表１ 栃木県農業総合研究センターで育成した
大麦品種 
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２ より美味しいビールを目指して 

 ビールの酸化臭を抑えるため、平成 15（2003）
年から原因となる LOX（リポキシゲナーゼ）活性
を低減する研究を開始しました。突然変異処理によ
り LOX-1活性欠損個体を発見し、戻し交配により
平成 26（2014）年に国内初の低 LOX品種「ニュー
サチホゴールデン」を開発しました（図３）。 
この品種はビール香味の安定性が高く、令和元
（2019）年産から本県のビール大麦はすべて同品
種に切り替わり、全国における生産面積の約半数を
占めています。 

 
３ 機能性を追求した食用大麦の開発 

ビール大麦の研究成果を応用し、平成 20（2008）
年にポリフェノールの一種であるプロアントシア
ニジンフリー（PAF）品種「とちのいぶき」を育成
しました。炊飯後の色が変わりにくい特性を持って
います（写真２）。 
さらに、低 LOX・PAF・糯（もち）性を兼ね備え
た「もち絹香」を平成 29（2017）年に開発しまし
た（写真３）。麦特有の臭いを低減し、もちもちと
した良食味を両立するとともに、短稈・多収で栽培
安定性も高い品種です。 

 
 
４ 今後の研究の方向性 
今後は、麦作農家の経営安定化と栃木麦ブランド
力向上のために、生産と品質のさらなる高位安定
化を目指します。 
現在、品種開発では特に気候変動でクローズア
ップされている穂発芽、不稔、病害などに対する耐
性強化に取り組んでいます。また、ビール用途に加
え、機能性成分の含有量が多く、美味しい食用大麦
の開発にも力を注いでいます。 
さらに、DNAマーカーによる効率的選抜技術を
推進、rym3（縞萎縮病抵抗性）、lox1-785（低 LOX）、
qsd1（穂発芽耐性）等の独自開発マーカーを基盤に、
さらに効率よく迅速に検定が可能な DNA マーカー
の開発を進め、現地実装型育種を加速します。 

 
（麦類研究室）  
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写真２ 「とちのいぶき」の炊飯麦色相の
経時変化 

写真３ 「もち絹香」の乳熟期頃の草姿 
（左）サチホゴールデン（中）とちのいぶき
（右）もち絹香 

図３ 「ニューサチホゴールデン」の特性 


